
＜三方五湖自然再生全体構想の概要＞ 
 

１．自然再生の対象となる区域 

  三方五湖自然再生協議会が取り組む自然再生事業の対象区域は、三方五湖流域及びその周辺地域

とする。 

２．自然再生の目標 

 ①三方五湖自然再生全体構想 

  湖と里とをとりまく自然と人のつながり再生 

②３つのテーマと目標設定 

【テーマ１】 多様な魚介類がすみ、水鳥が羽ばたく水辺の再生と保全 

目標 １ 三方五湖の湖岸では、治水機能を保ちながら、多様な生きものを育む自然豊かな水辺を

取り戻します。 

目標 ２ 湖岸から周辺里地では、ラムサール条約登録の理由となった魚類、多様な貝類、トンボ

類、両生類、水鳥などや水草を育む水辺を取り戻します。 

目標 ３ フナやナマズが田んぼで産卵する姿がみられるように、湖～田んぼの生きもののつなが

りを取り戻します。 

目標 ４ 自然豊かな水辺のシンボルとして、湖と田んぼを往来する水鳥の姿と豊かな魚類相が支

える海ワシが舞う空を取り戻します。 

目標 ５ 外来生物の姿が少ない水辺を目指します。 

目標 ６ 三方五湖本来の水質浄化作用を回復させ、健全な水環境を取り戻します。 

目標 ７ 里山から湖へと続く、三方五湖流域全体の保全・管理を図ります。 

 

【テーマ２】「三方五湖」の自然を活かした地域のにぎわい再生 

目標 ８ 福井県内外で「ラムサール条約湿地・三方五湖」の知名度を高めます。 

目標 ９ 三方五湖での魚介類の資源を高い水準で回復させ、魚介類の需要を向上し、安定的で持

続可能な漁業を目指します。 

目標 10 環境配慮型で、誰もが取組みやすい農法の研究・普及を図ります。 

目標 11 「三方五湖」を冠した魚介類・農作物などを活かした商品を四季を通じて流通させま 

す。 

目標 12「三方五湖」を冠したエコツアーを年間を通じて開催します。 

目標 13 三方五湖での環境浄化や漁業・農業とそれを活かした加工業、サービス業での就業意 

欲が高まる事業を創出します。 

 

【テーマ３】 生活の中で受け継がれてきた湖の文化の伝承 

目標 14 四季折々に美しく、心安らぐ湖の風景を取り戻します。 

目標 15 子どもの遊び声がにぎやかな水辺を取り戻し、子どもの頃から湖とふれあう機会を増や

します。 

目標 16 子どもたちが、三方五湖や周辺地域における伝統的な漁法や昔ながらの農法を体験・見

学する機会を増やし、伝承します。 

目標 17 子どもたちが、三方五湖や周辺地域の田んぼや水辺での環境教育活動に参加する機会を

増やします。 

目標 18  三方五湖について誰もが知り学べ、保全活動に参加できる場、機会を増やします。 

目標 19  三方五湖の魚介類などの地域の食文化を掘り起こし、これを活用した地域行事が各地

で開催されるようにします。 

目標 20   三方五湖の自然や文化の素晴らしさを伝えるリーダーを育てます。 

 

３．三方五湖自然再生協議会構成員（計６０団体・個人） 平成 25 年 3 月現在 
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